






引出しを押し込む時、途中で一

旦止まりますが、さらに奥まで

押し込んでください。

左側のストッパーの先端を上げた状態で、

右側のストッパーの先端を下げながら、

引出しを取り出してください。

両手で水平に引き出してください。ストッパーが見える所まで引出しを引きます。

それ以上無理に引き出すとレールが破損し

ますのでご注意ください。

上げる上げる 下げる下げる

ストッパー

ベアリング金具

☆下段引出しの取付け・取外し方
法は別項「下段引出取扱説明書」
をご参照下さい。

引出し側レールを本体側レールにのせる
ようにして差し込みます。

そのままゆっくりと閉めてください。

引出しを入れる前に、必ず、左右レールの

ベアリング金具が手前に来ていることを

確認してください。

引出し側のレールが本体側のベアリング金具にはまる

ように差し込んでください。

引出し取扱説明書

購入したて、または寒さ等で引出しのレール部分に塗布している

グリス（潤滑剤）が硬くなって引出しが取り出しにくい場合があり

ます。（グリスはベアリング金具部分に塗布してあります。）

その際の対処法を紹介します。

引出しを前後に数回動かしてください。

これだけでもグリスが柔らかくなって引出の

硬さがなくなります。

手順1を行っても硬い場合は、引出の

取り外し方法を参照し、引出しを取り

外してください。

凹凸部分に市販の潤滑スプレー(潤滑剤)を

挿します。その後、引出しの取り付け方法を

参照し、引出しを取り付けてから手順1を繰り

返してください。

手順1 手順2 手順3

ベアリング金具

本体側レール

手順1 手順2 手順3

手順1 手順2 手順3

液が垂れてレール以外に

付着した場合は布で拭き

取ってください。

引出しが取り出しにくい場合

引出しの取り外し方法

引出しの取り付け方法

右側左側
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引出しの上段・中段は、引出し全長の 2/3 ほど引き出せる仕
様になっています。それ以上引き出すと引出しがレールから
外れ落下する恐れがありますのでご注意ください。
引出しの取り外し・取り付け方法は別項をご参照ください。

引出しの上段・中段は引出全長の 2/3 ほど引き出すと、ストッ
パーがかかる仕組みとなっています。無理に引き出すとレー
ルが破損しますのでご注意ください。
引出しの取り外し・取り付け方法は別項をご参照ください。

・ストッパー式の場合 ・コロレール式の場合

レールに合わせたどちらかの表記を、部品一覧の前に入れる。

上段・中段引出しの取付方法
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